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田 村 貴 く自治医大 ･庄)
3.ニホンザルにおけるゴナドトロピンの分泌調
節
野 崎 真 澄 (京大･EB長研)
4.交尾中のオスラット視索前野のニューロン活
動
下 河 内 捻 く阪大 ･人科)
5. サル性行動の神経機構
大 村 裕 (九大 ･医)
6. 日本猿中枢の性ステロイドホルモン受容性
加 藤 唄 三 (山梨医大 ･産)
7.皮質 ･視床下部間の線維連絡について











































座長 伊 沢 絃 生 (宮城教育大)
1)迫伝的変異から見たマカク屑の分化の特徴
川 本 芳 (京大詔長研)
2)アカゲザルの分布と生態的適応
和 田 - 堆 く京大霊長研)
コメント:田中 進 (マカク研)
3)カニクイザルの社会
乗 越 略 司 (上智大生愈研)
コメント:小山田樹 (京大詔艮研)
4)セレベスマカクの社会
波 辺 邦 夫 (京大詔艮研)
コメント:竹F71 位 (訳大詔技研)
汀 グェノン･マンガペイ･コロブス塀





鈴 木 晃 (京大霊長研)
q ヤセザル類
座長 西 田 利 貞 (衆大 ･理)
7)アジアのヤセザル類の社会
川 村 俊 蔵 (京大霊長研)
8)一雄一喝のヤセザル社会
渡 辺 邦 夫 (京大霊長研)
Ⅳ ヒヒ窺
座長 川 中 健 二 (岡山理大)
9)マントヒヒの社会構造の最近の研究
大 沢 秀 行 (京大霊長研)
10)キイロヒヒの採食生態
長谷川 真理子 (東大 ･理)
ll)マンドリルの野外調査の現状
fB 野 次 郎 (京大霊長研)
12)ゲラダヒヒの社会和むと社会変動
森 糊 代 (京大詔長研)
13)ゲラダヒヒの迫伝的変brd.と災用動憾
庄 武 孝 苑 (京大詔技研)
Y 組合討論
座長 01 谷 純一郎 (方ミ大 ･理)
討論者
今 西 銅 司
出 本 俊 孝 (田崎大 ･故)
上 原 m yj(札幌大)
小金沢 正 昭 (栃木爪立細物餌)
根力山 光 一 (阪大 ･人rl'J料)
申 木 一 成 (37t大 ･FJl)
水 原 TY･: 城 (煎E3エ大 ･ET<)























































丸 橋 珠 樹 (京大霊長研)
2.照葉樹林の群落動態
仲 和 夫 (大阪市大理)
3. ニホンザルの土地利用の長期的変化




小金沢 正 昭 く栃木県立博物館)
6.ニホンザルの採食行動










































座長 近 藤 宗 平 (阪大 ･医)
1)分子進化からみたホミニゼーション
拓 橋 但 治 (京大 ･霊長研)
2)ウィルスからみた霊長類の進化とホミニゼー
シ ョ ン
畑 中 正 一 (京大･ウィルス研)
座長 江 原 昭 善 (京大 ･霊長研)
3)認識の進化
紘 沢 哲 郎 (京大 ･詔技研)
4)ホミニゼーシワンの記録
- 新発見Hominoid化石を中心にして-
石 口 英 夫 (阪大 ･人間科学)
節2部 Sociobiologyと進化理論
座長 伊 藤 宗 昭 (名大 ･良)
1)詔長類の群れの逝伝的分化とヒトの自己犠牲
的行動の進化
胃 木 位 - (国立迫伝研)
2)Sociobiologyと進化理論
梓 由 こ く段応大 ･程)
コメント 西 田 利 fl(煎大 ･理)
節3部 今西進化論をめぐって
座長 伊 谷 純一郎 (京大 ･理)
1)私の進化論
今 西 錦 司 (京大 ･名誉教授)
2)今西セミナー ｢自然学の会｣からの報告
苗 崎 浩 幸 (京大 ･理)
3)今西進化論の提起するもの
小 原 秀 雄 (女子米英大)
コメント 番 原 志 勢 (立教大)
????????????
倍太郎 (朔大 ･理)







米 本 昌 平 (三菱生命科研)





























































好 広 英 一 (京大 ･理)
2.四肢奇形個体のⅩ一線写真からみた形態的特
徴
浜 田 稜 (京大 ･霊長研)
3.奇形四肢の肪系について
本 間 敏 彦 (順天堂 ･医)
4.iE旺奇形個体の行動分析
中 道 正 之 (阪大 ･人間科学)
小 山 高 正 (お茶の水大 ･家政)
5.四肢奇形個体の血液性状の分析
後 藤 俊 二 (京大 ･霊長研)
6. 四肢奇形個体の染色体の分析
峰 沢 満 (京大 ･霊長研)
7.餌.飲水及び臓器等に含まれる残留農薬等の
分析
中 南 元 (阪大 ･理)
8. 四肢奇形の迫伝性の有無について
野 沢 謙 (京大 ･監長研)
9. ヒトにおける手の奇形の臨床像
渡 捷 - (広島大 ･医)
和 秀 堆 く日本モンキーセンター)
稲 垣 晴 久 (日本モンキーセンター)
藤 原 撒 く予研)
植 村 振 作 (阪大 ･理)
岩 本 光 雄 (京大 ･霊長研)
杉 田 仁 志
本研究会は,昭和55年度より計画共同研兜 と
して3年間採択された ｢ニホンザルの奇形に関す
る現状調査と原因の探求｣の報告会を兼ねて閃か
れた｡
研究会ではニホンザルの奇形個体の出現率の経
年変化から地域差はあるものの全国的に近年奇形
個体の出現が減少傾向にあることが紹介された｡
奇形個体の四肢の外観的およびⅩ緑像から見た特
敬.奇形四肢の軟部組続 く筋 ･神経)の解剖学的
特徴から.広範囲の臨床像が一つの症侯群として
考え得ること.ヒトの裂手症候群と非符によく似
た症状であることが明らかにされた｡正皮奇形個
体の行動分析の報告およびVTRによる奇形個体
の行動の紹介が行なわれた｡奇形個体の血液性状
･染色体には異常が見られず.四肢奇形の退伝性
に関しては.申因子性の退伝は否定される｡家系
袋横性がみられポリジーンによる迫伝の可能性が
残っているが.退伝以外の要因によっても説明が
可能であることが明らかにされた｡環境要因とし
て考えられる残留農薬等の化学分析からは.これ
までの所.数種の化学物質が検出されたが奇形の
原因とは考え得る物質は発見されていないことが
報告された｡
今後.ニホンザルの奇形の原因を明らかにして
いくためには.近年の奇形個体の出現が減少して
いるという障害はあるが.継続して研究して行く
必要があること.ニホンザルだけでなくヒトの四
肢奇形の研究者とも共同して研究して行く必要の
あることが明らかにされた｡
(文責 :後藤 ･峰沢)
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